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㈱スパンクリートコーポレーション

＜会社概要＞
本　社 東京都文京区本郷四丁目９番２５号
営業所 宇都宮営業所　仙台営業所
工　場 宇都宮工場　　岩瀬工場　　
設　立 １９６３年３月
資本金 ３２億９,５８９万３,０００円
従業員 １３４名（外 派遣社員他２１名）
事業内容 スパンクリート事業 不動産事業

＜沿　　革＞
６３年　３月 設立　　資本金１千万円

　　　 商号　スパンクリート製造株式会社
６４年　２月 宇都宮市に生産設備完成 営業開始
８２年１２月 宇都宮工場　ＪＩＳ指定工場となる
８３年　３月 スパンクリート合成床工法 販売開始
８９年１１月 茨城県岩瀬町（現 桜川市）に岩瀬工場完成
９１年　２月 社名を現社名に変更
９１年　９月 株式を公開 日本証券業協会店頭登録（ＪＡＳＤＡＱ）
９３年　５月 岩瀬工場　ＪＩＳ指定工場となる
０４年　３月　　 明星プレテック㈱の株式を１００％取得
０５年　５月　　 宇都宮工場・岩瀬工場・設計部　ＩＳＯ９００１取得
０６年　３月　 プレテック㈱解散
　　　１０月　　 普通株式１株を２株に分割

会社概要及び沿革
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工場

宇都宮工場　

生産能力 　約50,000㎡/月　（18,608坪）

岩瀬工場　　
生産能力 　約12,000㎡/月　（19,638坪）
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會澤高圧
コンクリート

スパンクリート
コーポレーション

ツルガスパンクリート

 50％46％

ＳＮＣ 福岡

神戸

宇都宮

岩瀬

苫小牧

4％

国内販売量比較

スパンクリート　　　　
　　コーポレーション

ツルガスパンクリート

ＳＮＣ

昨年度全国販売量

約700,000㎡
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スパンクリート製品概要
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スパンクリート製品
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スパンクリート生産
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スパンクリートの主な用途

２３％

４２％

３４％

１％
建築 床

建築 壁

土木　壁床

その他

・新幹線の防音壁
・プラットホーム
・駅舎コンコース
・高架橋

・物流倉庫
・工場
・店舗ビル
・学校

・超高層マンション
・工場
・駐車場

48期 用途比率（数量）

２８％

５３％

１８％

１％

47期 用途比率（数量）
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スパンクリートの主な販売先
（建設会社）

建設会社別

４８期実績ベース
４７期実績ベース

準大手
　　　　２７％

大手 ５社
　　　　３２％その他　４１％

準大手
　　　　２９％

大手 ５社
　　　　３３％

その他　３８％

・鹿島建設㈱

・清水建設㈱

・大成建設㈱

・㈱大林組

・㈱竹中工務店

・前田建設工業㈱

・三井住友建設㈱

・戸田建設㈱ 　　

・西松建設㈱ 　　　　　

・五洋建設㈱

・㈱錢高組

・㈱奥村組

・大和ハウス工業㈱

・鉄建建設㈱

　　　　　　　　　　他
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スパンクリートの工事
床板の工事 壁板の工事



㈱スパンクリートコーポレーション

スパンクリート使用例 マンション・床

江東区豊洲計画

千代田区二番町計画

江東区有明計画
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スパンクリート使用例 壁

パーキングエリア

コミュニティ施設 学校

工場
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スパンクリート使用例 床・合成床

工場

体育館

倉庫

冷凍倉庫
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スパンクリート使用例防音壁

北陸新幹線　歌川（親不知付近）スノーシェルター　北陸新幹線　黒部BL（糸魚川付近）高架　
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　　スパンクリート販売戦略

●集合住宅を含む受注量確保のため販売部門を強化する

●新幹線の防音壁の確実受注

●新製品の開発と新用途の開拓

４３％

８％

４６％

３％
用途比率（利益率）

２３％

４２％

３４％

１％ その他

土木　壁床

・新幹線の防音壁
・プラットホーム
・駅舎コンコース
・高架橋

建築 床

・超高層マンション
・工場
・駐車場

建築 壁

・物流倉庫
・工場
・店舗ビル
・学校

用途比率（数量）
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　　スパンクリート販売戦術
●販売部門の人員構成を変更し、営業の他に技術・設計・　　　　　　　　　

　　　　　　　工事関係からなる機動力のある複合グループ体制とする

●販売チャンネルの増強を図る

●ゼネコン中心の営業から設計事務所営業へシフトを図る

集合住宅受注の推移

４４％

１９％

３７％

施主・その他 ゼネコン

設計事務所

設計折込先比率

465
404 408
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０６年３月期 ０７年３月期 ０８年３月期 ０９年３月期 1０年３月期

千㎡
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新幹線整備路線（２０１０年１月現在）他
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新製品と戦略製品
■ワイドパネル ■Ｍスラブ ■トンネル天井パネル

■Ｊスラブ ■外断熱パネル

■デザインパネル

■ポーラスパネル
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■ワイドパネル（特長・・・従来の２倍の大きさのため施工スピードが早く工期短縮）

戦略製品

現在の施工状況

軽量化

（厚さを薄くする）

西新宿Ⅱビル

（厚さ１００m/m)

（厚さ１２０m/m)
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■Ｍスラブ （特長・・・鉄筋を入れ強度が大幅にアップしたスパンクリート板）
ホームドア設置駅

東急東横線　元住吉駅

成田新高速鉄道　京成日暮里駅

戦略製品
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■道路トンネル用天井パネル
（ＳＴＣパネル・・・トンネル火災時の爆裂防止対策パネル）

繊維
スパンクリート
トンネル天井板

関門トンネル

夢咲トンネル

戦略製品
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■Ｊスラブ工法 （特長・・・現場での床のコンクリート打設が不要のため工期短縮）　

改良工法

（平成１９年９月特許取得）

定着板タイプ

戦略製品
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■外断熱パネル 　（特長・・・コンクリートと断熱材（ポリエチレン）の一体成型板）

■デザインパネル （物性実験が未了で開発を継続中）

外断熱パネル

デザインパネル

一体化 日本大学文理学部 図書館棟

戦略製品
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■ポーラスパネル（特長・・・護岸法面に使用できるよう改良を加えたパネル）

新製品
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業績概況
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事業のセグメント売上高　
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事業別概況
単位：百万円

増減

上期 通期 上期 通期

売上高 １，９７２ ４，０８９ １，８４７ ２，９２７ △１，１６２

営業損益 ５３ ７８ １７ △２３７ △３１５

売上高 １２９ ２６１ １３２ ２６４ 　　　     ３

営業損益 ６８ １３８ ７５ １４９ １１

売上高 ２，１０１ ４，３５０ １，９８０ ３，１９１ △１，１５９

営業損益 １１６ ２０６ ９１ △９０ △２９６

１０年３月期

スパンクリート事業

不動産事業

その他共合計

０９年３月期
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スパンクリート事業
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スパンクリート生産・出荷・売上　数量比較
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不動産事業



㈱スパンクリートコーポレーション

所有賃貸ビル

台東区
台東オリエントビル

新宿区
３０山京ビル

文京区
駒込スパンクリートビル

８階建　１,４６６.４㎡ ８階建　１,８８７.１㎡ ９階建　１,６２１.５㎡
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所有賃貸ビル（３棟）平均稼働率
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不動産事業利益実績

137 138
149

100

150

200

０８年３月期 ０９年３月期 １０年３月期

６.４％　　　　　　　　６.７％　　　　　　　 ７.１％　　　≪賃貸ビル３棟の投資利回り≫

≪賃貸ビル３棟の

　　　　　簿価に対する利回り≫
９.７％　　　　　　 １０.４％　　　　　　 １１.９％　　

百万円
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財務状況
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比較貸借対照表 <資産の部> 
単位：百万円

０９年３月期 １０年３月期 増減 摘要

流動資産 ３，８６０ ３，７５２ ▲１０８

　　現金及び預金 １，５８７ ２，２６２ ６７５

　　売掛債権 １，３１５ ５２４ ▲７９１
売上高の減少および工事進行基準の採用
により減少

　　有価証券 ５８８ ７３８    　  　１５０

　　たな卸資産 １５８ １７６ １８

　　未成工事支出金 １２８ ４ ▲１２４

　　その他 ８１ ４５ ▲３６

固定資産 ５，８６８ ５，４８１ ▲３８７

　有形固定資産 ４，５６０ ４，４５６ ▲１０４

　　建物・機械 １，４５８ １，３５５ ▲１０３

　　土地 ３，０９９ ３，０９９ ０

　　建設仮勘定 １ １ ０

　無形固定資産 １２ １１ ▲１

  投資その他 １，２９６ １，０１４ ▲２８２

　　投資有価証券 １，０５７ ７６０    ▲２９７ 時価の下落、流動資産への振替等で減少

　　その他 ２３８ ２５３ １５

資産合計 ９，７２８ ９，２３４ ▲４９４
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比較貸借対照表<負債の部> 
単位：百万円

０９年３月期 １０年３月期 増減 摘要

流動負債 １，５４７ １，１５０ ▲３９７

　　買掛債務 ２５５ １２９ ▲１２６ 支払手形は発行しておりません

　　短期借入金 ８７５ ７００ ▲１７５

　　未払費用・未払金 ２８７ ２１４ ▲７３

　　未成工事受入金 ５４ １１ ▲４３

　　その他 ７５ ９５ ２０

固定負債 ８１６ ８７１ ５５

　　長期借入金 0 0 ０

　　長期未払金 １２ ６９ ５７

　　再評価に係る繰延税金負債 ６９３ ６９３ ０

　　その他固定負債 １０９ １０８ ▲１

負債合計 ２，３６３ ２，０２１ ▲３４２
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比較貸借対照表<純資産の部>
単位：百万円

０９年３月期 １０年３月期 増減 摘要

純資産の部 ７，３６５ ７，２１２ ▲１５３

　株主資本 ７，４６０ ７，２０６ ▲２５４

　　資本金 ３，２９５ ３，２９５ ０

　　資本剰余金 ３，７１０ ３，６９６ ▲１４

　　利益剰余金 ７７２ ５１３ ▲２５９

　　自己株式 ▲３１７ ▲３００ １７ 取得 １４９千株

　評価・換算差額等 ▲９５ ６ １０１

　　有価証券評価差額金 ▲１７３ ▲７１ １０２

　　土地再評価差額金 ７７ ７７ ０

負債・純資産合計 ９，７２８ ９，２３４ ▲４９４

・自己資本比率　　　７５．７％　　　　７８．１％　
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比較損益計算書

０９年３月期 １０年３月期 増減 摘要

売上高 ４，３５０ ３，１９１ ▲１，１５９
スパンクリート事業 ▲1,162減収
不動産事業　     　   　　　3増収

　　売上原価 ３，５７１ ２，７７２ ▲７９９

　　一般管理販売費 ５７２ ５０９ ▲６３

営業外収益 １０９ ７０ ▲３９

営業外費用 ４５ １６ ▲２９

経常損益 ２７０ ▲３７ ▲３０７

特別損失 ▲５０３ ▲１１８ ３８５

税引前当期純損失 ▲２３３ ▲１５６ ７７

法人税・住民税 １２ １０ ▲２

法人税等調整額他 ▲２０ ５８ ７８

当期純利益 ▲２２５ ▲２２６ ▲１

スパンクリート事業 ▲307減益
不動産事業　    　　　　11増益営業損益 ２０６ ▲９０ ▲２９６

単位：百万円
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株主資本等変動計算書
単位：百万円

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前期末残高 3,295 3,710 772 ▲ 317 7,460
　剰余金の配当 ▲ 32 ▲ 32
　土地再評価差額金の取崩

　当期純損失 ▲ 226 ▲ 226
　自己株式の処分 ▲ 13 45 32
　自己株式の取得 ▲ 28 ▲ 28
変動額合計 ▲ 13 ▲ 258 17 ▲ 254
当期末残高 3,295 3,696 513 ▲ 300 7,206

株主資本

有価証券評価差額金 土地評価差額金 純資産合計

前期末残高 ▲ 173 77 7,365
　株主資本の変動額 ▲ 254
　株主資本以外の変動額 101 101
変動額合計 101 ▲ 153
当期末残高 ▲ 71 77 7,212

純資産
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一株あたり純資産・株価（ＰＢＲ）推移
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０６年１０月普通株式１株を２株に分割しました



㈱スパンクリートコーポレーション

資本政策の推移
《自己株式の消却》

　　２０００年度～２００３年度　　　　１，５８８千株　　　４８２百万円

《自己株式の取得》

　　２００４年６月～２００９年３月　　　 ９４２千株　　　７０９百万円

　

　 《自己株式の処分》

　　　　２００７年２月　　　　　　　　　　　　 　３６３千株　　　１３７百万円

　　　　

　　《１単元株式数の引き下げ》

　　　　２００５年１１月１日付で１，０００株を１００株に変更

　　《株式分割》
　　　　２００６年１０月１日付で１株を２株に分割

２００９年７月～２０１０年３月　　　 １４９千株　　　　２８百万円

２００９年５月　　　　　　　　　 　　　 １７６千株　　　　３２百万円
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当社を取り巻く環境と今後の課題
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建設投資額の推移
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原材料購入単価指数推移
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リーマンショック後の不況対策と反省

　　○平成21年度建設不況突入

　　　・当社受注、販売数量の大幅減少を予想600千㎡／年分 → 380千㎡／年　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50千㎡／月） （30千㎡／月）

　　○前回不況（バブル崩壊後の90年代）時に実施した経営改善策（再生計画）を参考にした対策実行

　　　・全体人員の削減（207名　⇒　150名）

・工場の集約、岩瀬工場の一次休止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・全社経費の削減　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・雇用調整助成金の活用（本社・工場とも一時帰休の実施）

　　○しかし、以下の点で上記改善策は不充分に終る（営業赤字）

　　　・製品の構成変化（マンション床材のウェート減、壁板比率上昇）に伴い、製品の多様化、　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小口化への対策が遅れる。（工場、設計の生産性の低下）

　　　・21年度下期には一時的ではあるが予想を超える異常な出荷生産量の低下（20千㎡／月）→　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工場の固定費上昇

　　　・原材料コストの高止まり。原材料転換（砂利、砂）に伴う製品歩留率の一時的な低下
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取り組むべき課題
　　減収（数量減）でも利益の出る体制の構築（月産30千～25千㎡体制）。

　　○営業粗利益率の向上

　　　・付加価値の高い新製品、戦略製品の拡販

　　　・利益率の高い壁板の拡販

・原材料費（特にＰＣ鋼線）上昇の製品価格転嫁

　　○本社費のスリム化

　　　・営業力強化を目指した機構改革（組織のスリム化、機動化、社員の多能工化）、　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事部門のアウトソーシング

　　　・人員の削減

　　　・本社移転、聖域のない経費削減

　　○製造コストの引き下げ

　　　・最適生産効率の追求（工場完全集約）

　　　・品質向上（歩留まり率向上）

　　　・原材料費の抑制

　　　・NPSの活用（リードタイム短縮、生産性向上、段替え時間の短縮　、ｅｔｃ）
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１１年３月期見通し

単位：百万円

１０年３月期実績 １１年３月期見通し

売 上 高 ３，１９１ ３，２００

営業利益 ▲９０ ７０

経常利益 ▲３７ ８０

当期純利益 ▲２２６ ４０

<重点施策>　
－ 減収（数量減）でも利益の出る体制の構築 －

①機動的な構えの調整（工場の集約・工場原価の大幅見直し）

②本社のスリム化（営業力強化を目指した機構改革・本社の移転等）

③壁板（含新幹線防音壁）の受注強化と高付加価値の新製品開発（粗利益の向上）



㈱スパンクリートコーポレーション

ご清聴ありがとうございました


